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高校教育における ICTを利用した能動的で相互作用的な授業研究

～タブレット PCの授業での活用～

佐藤睦浩 （物理） 小池純一（英語） 和泉賢一（生物）

1 緒言

近年、教育の ICT化が話題になっている口

また、文部科学省の高大連携改革のなかで授業

のスタイルを自発的で協同的な学びゃいわゆる

アクテイプラーニング型授業への移行がすすめ

られていなアクティプラーニング型授業（以

下AL型授業）を実施する上で JCTを利用するこ

とによりさらに効果的な AL型授業ができる可

能性がある，本校では平成 29年度のIIコースの

入学生から..・人一台のタプレット PC(iPad)を

溝入し、教育効呆が上がっている口しかし、 1

コースでは平成 32年度入学制からの導入予定

であり、現行の授業では、生徒］台のタプレッ

トが無い状態である口本報告ではタプレット型

PC'の可能性と生徒が 1人］台のタプレット PC

を持たない楊合の実践状況 (Iコース）につい

て報告する、

2. nコースでの遮入に当たって

本校II:::rースでは平成 29年度入学生から全

員にタプレットを持たせ、 JCT教育に力を入れ

管理。

⑦連絡事項をデータで配信。

R生徒ー教員、保誰者ー教員、生徒間、教員

間のコミュニケーションツールとして

⑨双方向授業の実抱口

⑩視聴覚教材を活用した授業e

⑪黒板に教科書本文を投影。作業の時間を減

らし、考える時間を増やすn

⑫協働的な学習活動

⑬録画・録音槻能で実技の学習

⑭プレゼンテーションカの育成

⑮シラパスのデータ化

⑯探究活動のツーJレに。

⑪修学旅行の班別自主研修の計画立案

⑱ポートフォリオの作製。学校行事における

活動記録

⑲アンケート集計が自動で。

⑳生徒カルテの利用ロ

IIコースが生徒全員の iPad遵入から 1年が

経過した。生徒の学習スタイルもだいぶ変化し

たようであり、学びに対して自主的に取り組む

ている。尊入時の IIコース主任芥川先生が提示 傾向も見られるようになったとの報告もある口

したタプレット PC(iPad)におけるできること (IIコース学習状況分析会燒等）

-覧を下に上げる。 以下に IIコースが現時点で実現している iPad

①いつでも、どこにいても自分のレベルに合 の使用法を上げるe

った1閉類に取り組める 0 J:: 記⑳項目中②⑤⑰頌）⑨⑩⑪⑫⑭⑮⑱⑲⑳であ

②課題や小テストを生徒の iPadに配信＾採点、る 0 (上記項目で下線太字のもの）

集計も自動。

③学力層別など、グループ別に異なる諜煙の

配信がoJ能し

④動画教材の活用。

⑤学習記録をデジタ）レ化。

3. Iコースにおけるタプレット利用

本校 1コースにおいては、生徒全員の使用は

まだ実施されておらず教科で購人した教師用の

iPad及び教員個人が購人した機器等で授業を

＠カレンダー機能を利用によるスケジュール 実践している。次ページ以降実践を掲示する。
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項目

担当教科

使用形態

指導老 A

生物

指導者B

物理

指導者 C
~ 

物理

指導者 D

英語

指導者E

総合

指尊者 F

英語

① 複雑な図、グラフ パワーポイント：

の解説 板書代わり、生徒

② 演習問題の解説 PPの資料を配布し、

手元の問題を写重要事項を穴埋めに

い時期には特に禁し 1ンショット）

く感じるq

尋パワーポイント ・教員がタプレットを ]2年生

として撮影し、 す か の穴埋め、授業の説明生徒はデジタル教材

細部を拡大して動囮利用： 記入 を所有しない。

解説する。 現象や実験等を見せ ヴアニメーションによ 菌声出力：

問題点 か り物理概念を理解し Bluetoothスピーカー

生徒全員に見せるの アプリを用いて現象やすくする。 使用アプリケーショ

が雖しい。黒板に投影 や実験等を補助する。 ・物理シミュレージ ンは以下 3つ

するため夏場の明る 使用アプリ（モーショ ョンソフトの利用 哨教科臀会社のデジタ

・物理映像の動画を見 ｝レ数材アプリ

せる。 I・ 教材を PDF化のた

事アップル・rvを利用 めの編集アプリ

ている。

パワーポイント：

板醤代わり、生徒にI'台所有し、 wifiでプ グループディスカッ 従来の板書代わり

PPの資料配布Jート ロジェクが投影すションの記録用に使生徒はスクリーンを

添付させ爾要事項る形態 用した。内蔵マイクで見て、ノートに記入

はなくマイクロフォ！ロイロノート：

ンを使用することに 英作文や英答を提出

より、生徒たちはきち させて個別に蔀削す

んと話し合いの準備 る形式

をする気持ちになり、 文法璽要事項や説明

円滑な議論の助けに が長くなる時、書く

なった。 HR担任がー が多い時PPの画面を

台持った場合、授業が カードにして後から

さらに盛り上がった。 見ることができるよ

一台きりの iPadで う生徒に送付する口

し、無線でプロジェク ・メモアプリ も、時間の不足が要因 I生徒が説明カードを

ターに接続し音声も 英語長文全部に文 であるが結果として 作り説明させるとい

プロジェクターから 構造を書き込み、英文議論をやや早く進め う使い方もしている。

出すことができる。 の解釈及び読解のし ることができた" Web検索、 youtube: 

かたを視覚的に教え 3年生 教科書の内容、登場人

プレゼンテーション i物に関する HP、画

音声指導は、教科害 1の練習を録画した. I , 魚、動画を見せる。

アプリを使用するこ iPadを使用すること
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口―か " ~ ~ 

としよって、従来の

CDプレイヤー操作を

タプレット画面から

行っている。

教科 ア リに備 きなのかがわかっ

わっている動画指導、 それは、生徒達に改善

I 
英単語のフラッシュ のためには何が必要

カード、タイマーなど で何をすべきかを気

も利用している。 づがせた。

そして、無純でタプ

I レットとプロジェク

夕 を接続している

ので机間巡視しなが

ら授業が可能であな

使用頻度 1学期 2,3時間 ほぼ毎時問 1週当たり 5時間の中 2年生： 25回中 2回 週 4時間中 4時間

（演習の時間以外） 毎時間 3年生： .20回中 2回

r-→ 

使用時間「50分 2 0分~30分 20分程度 2 0分程度 45分 1グループ当たり 5分 30分

間Xグループ数

；タ レット使用は 良しヽ 点濤 点ヽ両方 良かった 良かった 良かった 良かった 良かった

（良い應い）
. 
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メリット 鋒パワーホイントで目 ，生徒がただ板害を写 鼻板密時間を短縮し、 ・教材の文章を板書す 生徒のモチベーショ

に見ない現象をアニ す時間を省くことが 説明も簡潔にわかり る必要がないので、授 ンが高くなり多くの

メーションで伝えら でき、考えさせる時やすくできるのでそ 叢の進度を速めるこ 生徒が授業に引き引

れる。 同アクテイプラーニ の時問をアクテ，，プ とができかまた、板 き込まれるようにな

掌複雑な図を筒単に紹 ングの時間に割り当 ラーニング的な活動 書を記録しておくこ った。

介できるc てることが た。

・映｛象やアニメーショ

ンを見せることによ 董タプレットならでは

り視党的にイメージ の携帯性により、机間

を伝えることができ 巡視しながらの授業

たc

当てることができ 1とで複数クラスや復

習で使用可能a

が可能になり、生徒の

理解度や個別の声か

けをしながら全体説

鼻奮声指導をする際に

顔を上げて音読させ

ることがで含るワ

鎮動面により分かり

やすく指尊ができるな

・英語の長文読解授業

明が可能になっに においては一文一文

、カメラ機能を用いる 目で追い確認でき、前

ことにより教師の手 から英文をとらえる

元の器具や生徒の） 訓練ができる．

ー f• 等を全体に表示 ・動画やアニメーショ

できる。 ンを用いることで視

{動画ファイルをタプ覚的に理解すること

レットで再生でぎる ができる。

ので動面より物理的

な考察をさせること

ができる

板薔に開してかなり

く時間の節約がで

さる。甚本的に、生徒

はスクリーンを見

て苔かせるようにし

てい年生徒の苔く様

子を見て、生徒の理解

不足を補う説明がで

きる”

→在読や反復練習など

の別の活動に当てら

れる時間も増えた。

傘緑削に関して

個別に指導可能であ

り、他の牛徒の解答を

生徒同士が共有でき

る。気をつける例など

を生徒に示し、それが

いつでも見られる。

タブレット 1台でデ

タ（ノート）の管理を

きるu (それが良いか

うかは検証必要
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カ

・

・現在の教室では準備 デメリットは生徒の 普通のコンピュータ メリットの裏返しとし

に時間がかかること。 日（反応）を見なくな ーであると保存しす て、生徒の書く作業

これば係の生徒との りがちであり、機械操 る記録最が大変大き が減ること。

負担がかかるが、生徒 作に贋れるのに時間 くなる。大きすぎて保 特に英話という教科の

に準備をお願いする がかかる。機械の不具 存できない場合もあ 性質上実際に掛く作業

ことにより多少緩和 合が生じ、授業を中断 るa をタプレット

される。 Iさせてしまうことが

葺教材作成に時間がか あるQ (この授業中断

かるロ が 1番大きいデメリ

ッに WiFi等のイン

フラ強化が重要）

個人的なデメリット

は、タプレット等全て

自己負担だったこと。

教室に設備が整って

いないので機材を

いたままにする移動

教室を利用し準備の

ため生徒より早く教

た。

む形でどれ位カパーが

きるのかが未知数。取

員側から見ると、生徒

に送信したものを生

がどう渚用 Lているか

のチェックをどうする

か、生徒側からすると、

されたものの整理

をどうするか、タブVi

ット内にあること

心せずに、自主学習に

か、ということが課r

だと思う。
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タプレットの可能 l生物の授業では図や ・授業内容を節潔にパ ・教員一台でのタプレ 生徒にタプレットで • もっと多くの iPad グループ学習では'2

性 i グラフ活視象をイメー I ワーポイ／卜にまと I ント利用でも種々の 1 フレゼ／テー／ヨ ✓ l があり、記憶すべきメ 1~3 人、または 4 、 5
二

―

閑

一

ら

べ

に

ラ

か

チ

プ

ブ

点

モ

ッ

ィ

観

び

ア

テ

の

及

ン

ク

グ

カ

ョ

て

了

ン

学

シ

し

~
i
’
~

と
~
~

ジさせることが霊要 めることにより、教員 メリットがあり、実際 をさた準備時間はア モリーがもっと多く 人の意見の交換になる

であると考えている が説明する時間を省 に情報交換をして使 クテイプラ---ニング あれば一年間に数回 が、タプレット利用で

のでその点は生徒に き、生徒が考える時用法や利用可能なア になっていた。 生徒の発達段潜を確 は、クラス全員の

伝えやすくなったっし 閲、主体的に学ぶ時間 プリケ--ションを模 ロイロノートなど生 かめることができな 見嘩考え方を、節単に

かし、アクティプラー を確保できれば牛徒索することが必嬰で 徒自分の意見を全員 轟生徒のモチベーショ 目にすることができ

ニングとタブレット の学力が上がると感 ある。 で共有することによ ンが自己の成長ぷり る。他考の猛見彙考え

をあえて組み合わせ じる。 書生徒の自主的で協同 ってモチペーション を見ることにより向 方を参考にしながら、

る必要性は生物の授 ・興味を引く映像や資 的な深い学びにつな が上がり、害く・話す 上する。 自分だけでは解答に到

業においてあまり感 料を簡単に見せるこ がる指導ができる可 力が向上すると思う。 達しない部分を解決

じなかった。まだまだ とができるので、これ能性があると思われ AL型のアプリやプロ ることがでぎるように

活用法を模索中なたにより牛徒が物理にるが、タブレットを利グラムを導入するこ なるa

め少しずつ自身の授 対して典味を持ち主用しどのような学ぴ とによって、その可能

業と生徒に会う使い 体的に学習するよう ができるのかを考え 性が広がり生徒の学

方をしたいと考えて になれば生徒の学力 ることが直要である n 力拘上に結びつくと

しヽる。 が上がると感じる。 考えます。

備考 教員 l台タプレット I教員 1台タプレット I教貝 1台タプレット I教員 l台クプレット I教員 1台タプレット I教員一台＋生徒全員

クプレット
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3. タブレット利用による実践結果と考察

］コースにおけるタプレット PC利用は、前

述の通り、授業をする教師側の利用が大部分で

あな授業の中で最も多く、すぐ導入でぎる利

用法は、板書事項をスクリーンに映すことであ

る。これにより説明時間を大幅に短縮できる。

この節約した時間を生徒の協同学習や発表等

の生徒が主体の時間に当てることができる。

従来行ってきた動画や映像投影や見せたい部

分を拡大することもタプレット PCであるから

こそ簡単にできる。また，タプレットの携帯性

を生かして、机間巡視しながら授業をしたり、

生徒の板書の様子をみてその湯で生徒の様子•

に合わせて説明を変えたり補充したりするこ

とが可能になった。 英語のグ）レープワークに

閲しては生徒の諮論の際に詭論に向かう動機

付けのツールとしての使用法やプレゼンテー

ションの練習時に使うことにより生徒自身が

自己の発表スキルを上げることに役立つよう

な使しヽ方もできる。

生徒が □ 人一台のタプレット PCを持つこと

により生徒と教員の双方向の授業が可能にな

り生徒の学びの質が大きく変わる可能性があ

るが、数員サ台の使用の場合も生徒のモチペー

ションを上げたり、複雑な板蓄やイメージが伝

わりやずい映像や動画を簡易に祇示したりで

ぎる等のメリットがある U

現在の環境における使用のデメリットは準

備に手間がかかることと、授業中に器械の不具

介があり使用不能になったときの対応が大変

であることである。タプレットなしでも授業が

できる準備をしておくと対応できる"

いずれにせよ、タプレット PCを用いること

による授業のメリットは大きく、積極的に取り

入れていく価値はあると思われる。その際に留

絃すべきは利用する目的を明確にすることと、

令てをタプレットで行おうとしなし、ことであ

も従来の板書等も併用しつつ自分の授業スタ

イルを佃立すると良し樽入ができると思う。

4. 結言

平成 32年度の、全校生徒 iPad導入に向け

て私たち教員が事前に準備をしていくことが

必要であるっ授業の観点から見ると、従来の授

業スタイルに iPadをどのような形で取り入れ

ていくかを考え実践して徐々に新しいスタイ

ルに移行していくことが抵抗なく導入する方

法であると考えな全てを iPadによって行う

という発想でなく、生徒の授業理解や AL型授

業にとってメリットがある方法を考える中で

iPadを利用してみるということが大切である。

まずは、使用してみるということから始めてみ

ょう。

今後とも lCTやアクティブラーニングの手

法を取り人れることにより概念理解を促すよ

うなより良い授業に関する授業研究をするつ

もりであるリ

2018年 4月
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